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① １名で介助中に移動先のストレッチャーが動き転落した事例

② ３名で介助中に移動先のストレッチャーが動き転落した事例



患者搬送・移乗研修

ベッドから車椅子への移動

スライディングボードを使用した移動

鳥取大学医学部附属病院看護部



ボディメカニクスの利用

みんなの介護：介護理論
https://www.minnanokaigo.com/



医療作業支援のための人物映像解析

ボディメカニクスを利用した効率的な移動の検証

丸善出版映像チャンネル：最新基礎看護技術シリーズⅠ期 8「車椅子移動・ストレッチャー移動」
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ボディメカニクスを利用した効率的な移動の検証



３次元関節位置推定

Shishido et al., J of Sports Engineering and Technology, 2019

ボディメカニクスを利用した効率的な移動の検証

⇒３次元関節位置推定



強校正を大規模空間に適用
→キャリブレーション精度は高い
→ランドマークの設置作業の手間が問題

大規模空間におけるカメラキャリブレーションの課題



大規模空間におけるカメラキャリブレーションの課題

弱校正を大規模空間に適用
→ランドマークを設置する必要がない
→十分な対応点が得られず射影関係の推定精度が低下
（カメラが疎に配置されている場合）



疎に配置した多視点カメラのキャリブレーション手法

高精度かつ少ない労力でカメラキャリブレーションを実現（事例：バドミントン競技）

弱校正を大規模空間に適用

• 疎に配置したカメラの画像
• モバイルカメラで移動しながら撮影した画像群
⇒統合

疎な多視点画像に対応するものを抜き出す
⇒抜き出したパラメータを世界座標系に変換



モバイルカメラで移動しながら撮影した画像群
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固定カメラ画像１ 固定カメラ画像２



疎に配置した多視点カメラのキャリブレーション手法

モバイルカメラで移動しながら撮影した画像群

固定カメラ画像１ 固定カメラ画像２

弱校正を大規模空間に適用



疎に配置した多視点カメラのキャリブレーション手法

弱校正を大規模空間に適用

固定カメラ画像１ 固定カメラ画像２



抜き出したパラメータを世界座標系に変換

疎に配置した多視点カメラのキャリブレーション手法

剛体変換行列Dを計算
（回転・平行移動）



スケールの調整
①-② : 6.1 m，①-③ : 13.4 m

提案手法の適用条件

適用条件：
• 撮影空間中に対応点が十分に取れる程の画像特徴が存在すること
• 大きさが既知の物体が撮影空間中に存在していること



提案手法を利用した３次元関節位置の推定

[1] Shih-En Wei et al., CVPR2016



セルフオクルージョンの問題

カメラの見え方によって骨格の一部が自身の体によって隠れてしまう状態
⇒推定精度が低下する要因



セルフオクルージョンの課題解決

• ３台のカメラを利用（カメラ配置の検討）
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セルフオクルージョンの課題解決
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セルフオクルージョンの課題解決

• ２台のカメラを利用（カメラ配置の検討）



まとめ

医療作業支援のための人物映像解析

• ボディメカニクスを利用した効率的な移動の検証

• 人物映像からの３次元関節位置推定
• セルフオクルージョンの課題解決
• カメラ配置の検討
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